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国
会
議
員
の
失
言
・
放
言
は
古
今
東
西
耳
に
す

る
。時
に
は
国
民
を
見
下
し
、時
に
は
問
題
発
言
や

攻
撃
的
な
言
葉
な
ど
、い
つ
の
時
代
に
も
噴
出
す

る
。な
ぜ
嫌
わ
れ
る
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、他
人

の
感
情
を
逆
な
で
す
る
言
葉
を
発
し
て
し
ま
う
の

か
。集
会
で
軽
口
を
叩
い
た
り
、ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク

で
そ
の
場
の
笑
い
を
取
る
こ
と
が
、政
治
家
と
し
て

の
人
気
取
り
と
勘
違
い
し
て
い
る
節
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
有
名
な
発
言
に
吉
田
茂
元
首
相
の「
無
礼
者
、バ

カ
ヤ
ロ
ウ
」発
言
や
池
田
勇
人
元
首
相
の
国
会
答
弁

で
翌
日
の
新
聞
見
出
し
に
は「
貧
乏
人
は
麦
を
食

え
」と
い
う
言
葉
が
躍
っ
た
。

　
国
民
に
目
を
向
け
て
、国
民
の
想
い
を
常
に
考
え

て
い
れ
ば
、こ
ん
な
発
言
は
で
て
こ
な
い
。ど
こ
に

目
を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、今
や
パ
ソ
コ
ン
を
上
手
に
使
い
こ
な
せ
な

い
と
世
間
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
の
メ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
せ
る
こ

と
は
、一
人
前
の
社
会
人
の
必
須
条
件
で
あ
ろ
う
。パ

ソ
コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
が
始
ま
っ
て
、早
20
年
が
過

ぎ
る
。そ
の
後
に
携
帯
メ
ー
ル
や
L
I
N
E
な
ど
、

よ
り
手
軽
に
使
え
る
通
信
手
段
が
次
々
と
出
現
し

た
。

　
L
I
N
E
の
活
用
が
進
ん
だ
結
果
、特
に
若
者
の

間
で
短
文
で
の
返
信
が
多
く
な
っ
て
い
る
。返
信
が

早
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。相
手
が
求

め
る
質
問
に
、丁
寧
に
回
答
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。誤
字
や
変
換
ミ
ス
、や
た
ら
と
漢
字
の
多
い
文

章
、連
絡
先
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
、等
々
。

　
メ
ー
ル
も
相
手
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
送
信

ボ
タ
ン
を
押
し
た
い
も
の
だ
。
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今月の表紙「自分で採ったかぶは美味しいぞ！」 (撮影：田中 美帆 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
11
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
先
日
、
新
聞
広
告
に
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

左
右
一
面
広
告
が
出
て
い
ま
し
た
。
出
身
地
の
茅
ヶ

崎
ラ
イ
ブ
開
催
と
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
の
告
知
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
5
人
も
既
に
66
歳
か
ら
68
歳
に
な
り
ま
し

た
。
バ
ン
ド
は
青
山
学
院
大
学
時
代
に
結
成
さ
れ
、

途
中
1
度
だ
け
5
年
間
の
活
動
休
止
が
あ
り
ま
し
た

が
、
解
散
も
せ
ず
45
年
も
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
5
人
の
メ

ン
バ
ー
同
士
や
関
係
者
が
人
間
関
係
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
は
10
代
か
ら

70
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
存
在
し
て
お
り
、
サ
ザ

ン
の
楽
曲
に
励
ま
さ
れ
、
心
の
支
え
と
し
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
曲
が
好
き

で
す
か
。
私
は
若
い
頃
は
「
チ
ャ
コ
の
海
岸
物
語
」
が
、

そ
の
後
は
「
T
S
U
N
A
M
I
」
を
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ

て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
左
右
一
面
新
聞
広
告
の
値
段
は

4
0
0
0
万
〜
8
0
0
0
万
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
５
大
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
く

ら
に
な
っ
た
こ
と
や
ら
。

撮影：尾前　健太 様

「大好きなお芋」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
る

木
原
稔
衆
議
院
議
員
が
防
衛
大

臣
に
、松
村
祥
史
参
議
院
議
員

が
国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

▲

「
組
織
活
動
実
績
発
表
大
会
」で
最
優
秀
賞
を

　
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
の

　
松
本
祐
毅
さ
ん

▲

「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」で
最
優
秀
賞
を

　
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
松
田
渓
太
さ
ん

【
受
賞
者
】

・
盟
友
の
主
張
発
表

　
最
優
秀
賞
　
松
田
渓
太
さ
ん（
鹿
本
）

　
優
秀
賞
　
　
池
田
栄
輔
さ
ん（
菊
池
）

　
優
秀
賞
　
　
愛
甲
和
也
さ
ん（
く
ま
）

・
組
織
活
動
実
績
発
表

　
最
優
秀
賞
　
松
本
祐
毅
さ
ん（
や
つ
し
ろ
）

　
優
秀
賞
　
　
西
原
郁
弥
さ
ん（
鹿
本
）

・
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
か
み
ま
し
き
青
壮
年
部

　
　
　
　
　
　
矢
部
支
部

　
優
秀
賞
　
　
熊
本
市
青
壮
年
部
飽
田
支
部

　
優
秀
賞
　
　
く
ま
青
壮
年
部
湯
前
支
部

・
1
分
間
動
画
発
表

　
最
優
秀
賞
　
く
ま
青
壮
年
部
山
江
支
部

　
優
秀
賞
　
　
熊
本
う
き
青
年
部
三
角
支
部

　
第
2
次
岸
田
再
改
造
内
閣
が
9
月
13
日
に
発
足

し
、
熊
本
県
か
ら
は
、
熊
本
県
農
政
連
が
推
薦
し
当

選
し
た
衆
議
院
熊
本
1
区
の
木
原
稔
氏
が
防
衛
大
臣

に
、
参
議
院
熊
本
選
挙
区
の
松
村
祥
史
氏
が
国
家
公

安
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
自
民
党
の
組
織
運
動
本
部
長
に
衆
議
院

熊
本
4
区
の
金
子
恭
之
氏
が
就
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
農
林
水
産
大
臣
に
は
、
長
野
県
出
身
で
こ

れ
ま
で
自
民
党
農
林
部
会
長
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た

宮
下
一
郎
衆
議
院
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
稔
防
衛
大
臣
は
「
議
員
に
な
っ
た
当
初
か
ら

高
い
意
識
で
防
衛
政
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
独
立

国
家
と
し
て
国
土
と
国
民
主
権
を
守
る
こ
と
に
も
努

め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
松
村
祥
史
国
家
公
安
委
員
長
は
、
国
土
強
靭
化
と

防
災
担
当
相
の
兼
務
も
決
ま
り
、「
首
都
直
下
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
予
見
が
難
し
い
災

害
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
熊
本
地
震
の
復
旧

復
興
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
活
か
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
2

名
の
県
選
出
国

会
議
員
が
同
時

に
入
閣
す
る
の

は
、
1
9
9
1

年
の
野
田
毅
経

済
企
画
庁
長
官

と
東
家
嘉
幸
国

土
庁
長
官
が
就

任
し
た
時
以
来

で
、
32
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

▲岸田首相と新閣僚（東京新聞提供）
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農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

JAグループ代表が岸田首相と面会 JA古川子実コーンの圃場を視察

農林合同会議で政務官退任の挨拶 JAグループ富山国消国産イベントに参加

佐賀県豚熱発生による県知事面会

JAグループ北海道による代表者要請

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
自由民主党農林部会長代理
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

農林水産委員会
議院運営委員会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職】

 （3）No.407　みどりの風　2023.11.15

　
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
は
10
月

24
日
、
熊
本
市
の
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
で
「
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青

壮
年
部
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
農
業
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
J
A
青
壮
年
部
盟

友
自
ら
が
、
将
来
を
見
通
し
た
自
立
農
業
経

営
の
確
立
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
、
相
互
研
鑽
を
行
い
、

青
壮
年
部
組
織
の
活
性
化
と
さ
ら
な
る
発

展
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
県
下
11
地
区
の
青
壮
年
部
盟

友
や
関
係
者
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
石
本
勝
也
委
員
長
は
、
主
催
者
挨
拶
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
3
年
間
青
壮
年
部
活
動

が
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
な
ど
を
利

用
し
、
新
し
い
組
織
、
新
し
い
活
動
の
形

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
青
壮
年
部
活
動
を

積
み
上
げ
て
き
た
。
こ
の
経
験
は
必
ず
次

世
代
の
組
織
活
動
の
原
動
力
に
な
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の

宮
本
隆
幸
会
長
は
「
将
来
を
担
う
皆
様
が

将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望
を
持
っ
て
農
業

経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
営
農
支
援
や

農
政
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
県
下

盟
友
の
代
表
者
が
、
今
大
会
、
九
州
大
会
、

更
に
は
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
松
田
渓

太
さ
ん
は
、「
想
い
を
言
葉
に
す
る
」
と
題

し
、
不
登
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
だ
っ
た
が
、Ｊ
Ａ
や
青
年
部
と
の
交
流
を

通
じ
て
仲
間
に
助
け
ら
れ
、
想
い
を
言
葉

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
発
表

し
ま
し
た
。

　「
組
織
活
動
実
績
発
表
」
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
の
松

本
祐
毅
さ
ん
は
、「
つ
な
が
り
を
築
く
場
所
」

と
題
し
、
支
部
の
合
併
に
よ
る
組
織
再
編

や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
食
育
活
動
の
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
1
分
間
動
画
発
表
」
で
は
Ｊ
Ａ

く
ま
青
壮
年
部
山
江
支
部
、「
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

青
壮
年
部
矢
部
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
」「
組
織
活
動
実
績
」
の

最
優
秀
賞
と
「
1
分
間
動
画
」の
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
は
、
12
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
九
州
沖
縄
地
区
青
年
大
会
、「
手
づ
く

り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
作
品
3
点

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
県
代

表
と
し
て
出
場
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

▲主催者挨拶をする
　熊本県青壮年部協議会の
　石本勝也委員長

▲来賓で祝辞を述べる
　JA熊本中央会の
　　　　  宮本隆幸会長



令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
る

木
原
稔
衆
議
院
議
員
が
防
衛
大

臣
に
、松
村
祥
史
参
議
院
議
員

が
国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

▲

「
組
織
活
動
実
績
発
表
大
会
」で
最
優
秀
賞
を

　
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
の

　
松
本
祐
毅
さ
ん

▲

「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」で
最
優
秀
賞
を

　
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
松
田
渓
太
さ
ん

【
受
賞
者
】

・
盟
友
の
主
張
発
表

　
最
優
秀
賞
　
松
田
渓
太
さ
ん（
鹿
本
）

　
優
秀
賞
　
　
池
田
栄
輔
さ
ん（
菊
池
）

　
優
秀
賞
　
　
愛
甲
和
也
さ
ん（
く
ま
）

・
組
織
活
動
実
績
発
表

　
最
優
秀
賞
　
松
本
祐
毅
さ
ん（
や
つ
し
ろ
）

　
優
秀
賞
　
　
西
原
郁
弥
さ
ん（
鹿
本
）

・
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
か
み
ま
し
き
青
壮
年
部

　
　
　
　
　
　
矢
部
支
部

　
優
秀
賞
　
　
熊
本
市
青
壮
年
部
飽
田
支
部

　
優
秀
賞
　
　
く
ま
青
壮
年
部
湯
前
支
部

・
1
分
間
動
画
発
表

　
最
優
秀
賞
　
く
ま
青
壮
年
部
山
江
支
部

　
優
秀
賞
　
　
熊
本
う
き
青
年
部
三
角
支
部

　
第
2
次
岸
田
再
改
造
内
閣
が
9
月
13
日
に
発
足

し
、
熊
本
県
か
ら
は
、
熊
本
県
農
政
連
が
推
薦
し
当

選
し
た
衆
議
院
熊
本
1
区
の
木
原
稔
氏
が
防
衛
大
臣

に
、
参
議
院
熊
本
選
挙
区
の
松
村
祥
史
氏
が
国
家
公

安
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
自
民
党
の
組
織
運
動
本
部
長
に
衆
議
院

熊
本
4
区
の
金
子
恭
之
氏
が
就
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
農
林
水
産
大
臣
に
は
、
長
野
県
出
身
で
こ

れ
ま
で
自
民
党
農
林
部
会
長
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た

宮
下
一
郎
衆
議
院
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
稔
防
衛
大
臣
は
「
議
員
に
な
っ
た
当
初
か
ら

高
い
意
識
で
防
衛
政
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
独
立

国
家
と
し
て
国
土
と
国
民
主
権
を
守
る
こ
と
に
も
努

め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
松
村
祥
史
国
家
公
安
委
員
長
は
、
国
土
強
靭
化
と

防
災
担
当
相
の
兼
務
も
決
ま
り
、「
首
都
直
下
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
予
見
が
難
し
い
災

害
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
熊
本
地
震
の
復
旧

復
興
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
活
か
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
2

名
の
県
選
出
国

会
議
員
が
同
時

に
入
閣
す
る
の

は
、
1
9
9
1

年
の
野
田
毅
経

済
企
画
庁
長
官

と
東
家
嘉
幸
国

土
庁
長
官
が
就

任
し
た
時
以
来

で
、
32
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

▲岸田首相と新閣僚（東京新聞提供）
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農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

JAグループ代表が岸田首相と面会 JA古川子実コーンの圃場を視察

農林合同会議で政務官退任の挨拶 JAグループ富山国消国産イベントに参加

佐賀県豚熱発生による県知事面会

JAグループ北海道による代表者要請

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
自由民主党農林部会長代理
参議院自由民主党副幹事長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

農林水産委員会
議院運営委員会

【所属委員会(参議院)】

農林水産大臣政務官（2期）
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　農林部会　副部会長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事

【これまでの主な役職】

 （3）No.407　みどりの風　2023.11.15

　
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
は
10
月

24
日
、
熊
本
市
の
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
で
「
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青

壮
年
部
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
農
業
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
J
A
青
壮
年
部
盟

友
自
ら
が
、
将
来
を
見
通
し
た
自
立
農
業
経

営
の
確
立
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
、
相
互
研
鑽
を
行
い
、

青
壮
年
部
組
織
の
活
性
化
と
さ
ら
な
る
発

展
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
県
下
11
地
区
の
青
壮
年
部
盟

友
や
関
係
者
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
石
本
勝
也
委
員
長
は
、
主
催
者
挨
拶
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
3
年
間
青
壮
年
部
活
動

が
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
な
ど
を
利

用
し
、
新
し
い
組
織
、
新
し
い
活
動
の
形

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
青
壮
年
部
活
動
を

積
み
上
げ
て
き
た
。
こ
の
経
験
は
必
ず
次

世
代
の
組
織
活
動
の
原
動
力
に
な
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の

宮
本
隆
幸
会
長
は
「
将
来
を
担
う
皆
様
が

将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望
を
持
っ
て
農
業

経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
営
農
支
援
や

農
政
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
県
下

盟
友
の
代
表
者
が
、
今
大
会
、
九
州
大
会
、

更
に
は
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
松
田
渓

太
さ
ん
は
、「
想
い
を
言
葉
に
す
る
」
と
題

し
、
不
登
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
だ
っ
た
が
、Ｊ
Ａ
や
青
年
部
と
の
交
流
を

通
じ
て
仲
間
に
助
け
ら
れ
、
想
い
を
言
葉

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
発
表

し
ま
し
た
。

　「
組
織
活
動
実
績
発
表
」
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
の
松

本
祐
毅
さ
ん
は
、「
つ
な
が
り
を
築
く
場
所
」

と
題
し
、
支
部
の
合
併
に
よ
る
組
織
再
編

や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
食
育
活
動
の
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
1
分
間
動
画
発
表
」
で
は
Ｊ
Ａ

く
ま
青
壮
年
部
山
江
支
部
、「
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

青
壮
年
部
矢
部
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
」「
組
織
活
動
実
績
」
の

最
優
秀
賞
と
「
1
分
間
動
画
」の
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
は
、
12
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
九
州
沖
縄
地
区
青
年
大
会
、「
手
づ
く

り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
作
品
3
点

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
県
代

表
と
し
て
出
場
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

▲主催者挨拶をする
　熊本県青壮年部協議会の
　石本勝也委員長

▲来賓で祝辞を述べる
　JA熊本中央会の
　　　　  宮本隆幸会長



【
政
府
経
済
対
策
と
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
】

　
10
月
20
日
に
第
2
1
2
回
臨
時
国
会
が
開

会
い
た
し
ま
し
た
。岸
田
首
相
は
所
信
表
明

で
、ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
・
ガ
ス
料
金
に
つ
い

て
、激
変
緩
和
措
置
を
2
0
2
4
年
春
ま
で

継
続
し
、そ
の
後
、激
変
緩
和
の
幅
を
縮
小
す

る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。「
農
政
の
基
本
は

現
場
に
」と
い
う
首
相
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、農
業
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
、

私
自
身
も
全
国
各
地
を
伺
う
中
で
、様
々
な

ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。日
本
農
業
新

聞
の
調
査
に
よ
る
と
、約
7
割
の
集
落
営
農

組
織
や
農
業
法
人
が
生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
を

販
売
価
格
に
転
嫁
出
来
な
い
、と
回
答
し
て

お
り
ま
す
が
、農
水
省
が
策
定
を
進
め
る
適

正
な
価
格
形
成
に
向
け
た
法
案
に
つ
い
て
、

来
年
の
通
常
国
会
提
出
は
困
難
で
あ
る
見
通

し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、引
き
続
き
、農
業

生
産
現
場
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、今
後
、政
府
の「
新
た
な
総
合
経
済

対
策
」と
そ
の
裏
付
け
と
な
る
令
和
5
年
度

補
正
予
算
、令
和
6
年
度
当
初
予
算
や
品
目

別
価
格
決
定
な
ど
の
議
論
が
進
ん
で
参
り
ま

す
。先
日
の
自
民
党
農
林
合
同
会
議
で
は
、「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、老
朽
し
た

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、J
A
の
共

同
利
用
施
設
に
対
す
る
補
修
や
改
修
を
し
や

す
い
よ
う
、制
度
改
正
し
て
ほ
し
い
」と
、皆

さ
ま
か
ら
頂
く
ご
意
見
を
、要
求
い
た
し
ま

し
た
。

　
私
自
身
、9
月
に
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

を
退
任
し
、こ
の
秋
は「
自
由
民
主
党
農
林
部

会
長
代
理
」「
参
議
院
自
由
民
主
党
副
幹
事

長
」「
参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
」な
ど

の
新
た
な
役
職
の
も
と
、取
組
を
進
め
て
参

り
ま
す
。11
月
13
日
に
は
J
A
全
中
・
全
国
農

政
連
主
催「
J
A
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立

全
国
大
会
」が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、万
全
な
政
策

確
立
と
予
算
確
保
を
行
う
た
め
に
も
、J
A

グ
ル
ー
プ
の
組
織
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。我
々
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た

政
策
を
勝
ち
取
る
た
め
、引
き
続
き
国
政
の

場
に
お
い
て
全
力
で
取
組
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

近
い
値
段
が
続
い
て
い
ま
す
。シ
ュ
ン
ギ
ク
、

ネ
ギ
、ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
鍋
物
食
材
も
、生
育

不
良
等
で
産
地
リ
レ
ー
が
途
切
れ
て
端
境
が

発
生
し
品
薄
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、果
樹

で
も
、温
州
み
か
ん
で
浮
皮
、日
焼
け
果
や
着

色
不
良
等
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、ぶ
ど
う
で
も
着
色
不
良
や
障
害
果
が
例

年
よ
り
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、り
ん

ご
で
は
、日
焼
け
果
の
発
生
が
多
く
品
薄
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、従
来
か
ら
地
球
温
暖
化
の

影
響
と
し
て
着
色
不
良
や
酸
含
量
の
減
少
が

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
い
ま
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実

現
に
向
け
て
、各
産
地
に
お
い
て
化
学
農
薬
・

肥
料
の
低
減
等
の
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
体

系
へ
の
転
換
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、同

時
に
、地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
に
対
応

し
た
品
種
改
良
等
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
。東
京
都

心
で
は
、真
夏
日
が
90
日
と
、こ
れ
ま
で
の

最
高
記
録
71
日（
2
0
1
0
年
）を
は
る
か

に
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
暑
さ
は
、自
然
を
相
手
と
す
る
農

業
の
様
々
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。ま
ず
、水
田
農
業
つ
ま
り
コ

メ
へ
の
影
響
で
す
。各
地
で
猛
暑
に
よ
る
高

温
障
害
が
発
生
し
、乳
白
粒
な
ど
白
未
熟

粒
の
混
入
が
増
え
、下
位
等
級
の
発
生
が

多
く
の
産
地
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。9
月

末
の
状
況
を
み
る
と
、東
日
本
の
主
要
産

地
で
は
1
等
米
比
率
が
、昨
年
よ
り
軒
並

み
1
〜
3
割
低
下
し
て
い
る
ほ
か
、規
格

外
も
相
当
発
生
し
て
い
ま
す
。と
く
に
、高

温
障
害
と
渇
水
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
新

潟
県
で
は
、1
等
米
比
率
が
1
割
未
満
と
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
年
産
米
は
ま
だ
収
穫
途
中
で
す
の
で
、

今
後
の
検
査
結
果
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、予
期
せ
ぬ
天
候
被
害
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
生
産
現
場
へ
の
万
全
な
支
援

が
必
要
で
す
。

　
野
菜
類
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま

す
。ト
マ
ト
は
高
温
障
害
で「
花
落
ち
」し
、

実
が
着
か
な
い
た
め
、収
量
が
激
減
し
、

ス
ー
パ
ー
等
小
売
り
段
階
で
は
平
年
の
倍

第
2
1
2
回
臨
時
国
会
開
会

2
0
2
3
年
の

　
　
　
　
猛
暑
を
振
り
返
っ
て

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲自民党農林合同会議の様子

　
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部（
部
長
：
橋
本
　
修
）は
6
支
部（
郡
築
、昭
和
、松
高
、千
丁
、鏡
、竜
北
）盟
友
3
7
5
名
で
、地
域

農
業
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
地
域
に
愛
さ
れ
る
青
壮
年
部
を
構
築
す
る
た
め
、様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に「
食
育
活
動
」で
は
、地
元
の
子
供
た
ち
に
や
つ
し
ろ
特
産
の
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
を
実
施
し
、ト
マ
ト
の
消
費
拡
大
、認

知
度
向
上
・
食
の
安
全
・
安
心
・
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、第
56
回
く
ま
川
祭
り
大
人
み
こ
し
へ
の
参
加
等
、地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
盟
友
一
同
一
丸
と
な
っ
て
青
壮
年

部
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲

ト
マ
ト
収
穫
の
様
子

▲富山県氷見市長と

▲収穫したトマトを使ったハヤシライス作り

　
地
元
の
園
児
・
小
学
生
を
対
象
に

ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ト
マ
ト
の
学
習
会
を
行
い
、
収

穫
体
験
、
収
穫
し
た
ト
マ
ト
を
使
用

し
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
作
り
と
試
食
会

等
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
や
つ

し
ろ
の
ト
マ
ト
を
実
際
に
勉
強
し
、

収
穫
し
、
食
べ
る
所
ま
で
関
連
付
け

る
事
で
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
、
も
っ
と
身
近
に
農
業
を
感
じ
て

欲
し
い
、
と
い
う
思
い
で
盟
友
一
同

積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
壮
年
部
各
支
部
に
よ
る
小
学
生

や
園
児
と
の
農
業
体
験
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
種
ま
き
、
田
植
え
か
ら

収
穫
ま
で
を
行
う
こ
と
で
、
農
業
を

身
近
に
感
じ
て
く
れ
、
笑
顔
で
泥
だ

ら
け
に
な
り
な
が
ら
田
植
え
を
す
る

姿
を
見
て
、
参
加
し
た
子
供
達
の
中

で
農
業
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

園
児
・
小
学
生
と
の
農
業
体
験
学
習

ト
マ
ト
の
収
穫
体
験

（
学
習
会
〜
収
穫
体
験
〜
試
食
会
）

▲稲刈りの様子▲田植えを行う小学生

な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
一

段
と
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
水
田
深
耕
畦
立
競
技
大
会
等
、
地

域
の
行
事
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
特
に
毎
年
夏
に
開
催
さ

れ
る
「
く
ま
川
祭
り
」
に
大
人
み
こ

し
と
し
て
参
加
す
る
の
は
恒
例
で

す
。
お
揃
い
の
法
被
を
着
た
盟
友
達

が
力
水
を
掛
け
ら
れ
な
が
ら
担
ぐ
神

輿
は
勇
壮
で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
一

度
「
く
ま
川
祭
り
」
へ
お
越
し
頂
き
、

J
A
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
の
大
人
み

こ
し
を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

地
域
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加

　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
で

は
、
毎
年
盟
友
の
主
張
及
び
組
織
活

動
実
績
発
表
等
、
代
表
を
選
抜
し
参

加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
組
織

活
動
実
績
発
表
に
お
い
て
、
J
A
や

つ
し
ろ
竜
北
支
部
の
宮
崎
修
太
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
九
州
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会

▲くま川祭り大人みこしの様子

▲盟友の主張発表の様子

▲ＪＡやつしろふれあいフェスタ
　水田深耕畦立競技大会の様子

▲組織活動実績発表の部にて
　最優秀賞を受賞した宮崎修太さん（右）
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【
政
府
経
済
対
策
と
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
】

　
10
月
20
日
に
第
2
1
2
回
臨
時
国
会
が
開

会
い
た
し
ま
し
た
。岸
田
首
相
は
所
信
表
明

で
、ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
・
ガ
ス
料
金
に
つ
い

て
、激
変
緩
和
措
置
を
2
0
2
4
年
春
ま
で

継
続
し
、そ
の
後
、激
変
緩
和
の
幅
を
縮
小
す

る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。「
農
政
の
基
本
は

現
場
に
」と
い
う
首
相
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、農
業
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
、

私
自
身
も
全
国
各
地
を
伺
う
中
で
、様
々
な

ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。日
本
農
業
新

聞
の
調
査
に
よ
る
と
、約
7
割
の
集
落
営
農

組
織
や
農
業
法
人
が
生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
を

販
売
価
格
に
転
嫁
出
来
な
い
、と
回
答
し
て

お
り
ま
す
が
、農
水
省
が
策
定
を
進
め
る
適

正
な
価
格
形
成
に
向
け
た
法
案
に
つ
い
て
、

来
年
の
通
常
国
会
提
出
は
困
難
で
あ
る
見
通

し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、引
き
続
き
、農
業

生
産
現
場
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、今
後
、政
府
の「
新
た
な
総
合
経
済

対
策
」と
そ
の
裏
付
け
と
な
る
令
和
5
年
度

補
正
予
算
、令
和
6
年
度
当
初
予
算
や
品
目

別
価
格
決
定
な
ど
の
議
論
が
進
ん
で
参
り
ま

す
。先
日
の
自
民
党
農
林
合
同
会
議
で
は
、「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、老
朽
し
た

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、J
A
の
共

同
利
用
施
設
に
対
す
る
補
修
や
改
修
を
し
や

す
い
よ
う
、制
度
改
正
し
て
ほ
し
い
」と
、皆

さ
ま
か
ら
頂
く
ご
意
見
を
、要
求
い
た
し
ま

し
た
。

　
私
自
身
、9
月
に
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

を
退
任
し
、こ
の
秋
は「
自
由
民
主
党
農
林
部

会
長
代
理
」「
参
議
院
自
由
民
主
党
副
幹
事

長
」「
参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
」な
ど

の
新
た
な
役
職
の
も
と
、取
組
を
進
め
て
参

り
ま
す
。11
月
13
日
に
は
J
A
全
中
・
全
国
農

政
連
主
催「
J
A
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立

全
国
大
会
」が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、万
全
な
政
策

確
立
と
予
算
確
保
を
行
う
た
め
に
も
、J
A

グ
ル
ー
プ
の
組
織
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。我
々
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た

政
策
を
勝
ち
取
る
た
め
、引
き
続
き
国
政
の

場
に
お
い
て
全
力
で
取
組
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

近
い
値
段
が
続
い
て
い
ま
す
。シ
ュ
ン
ギ
ク
、

ネ
ギ
、ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
鍋
物
食
材
も
、生
育

不
良
等
で
産
地
リ
レ
ー
が
途
切
れ
て
端
境
が

発
生
し
品
薄
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、果
樹

で
も
、温
州
み
か
ん
で
浮
皮
、日
焼
け
果
や
着

色
不
良
等
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、ぶ
ど
う
で
も
着
色
不
良
や
障
害
果
が
例

年
よ
り
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、り
ん

ご
で
は
、日
焼
け
果
の
発
生
が
多
く
品
薄
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、従
来
か
ら
地
球
温
暖
化
の

影
響
と
し
て
着
色
不
良
や
酸
含
量
の
減
少
が

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
い
ま
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実

現
に
向
け
て
、各
産
地
に
お
い
て
化
学
農
薬
・

肥
料
の
低
減
等
の
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
体

系
へ
の
転
換
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、同

時
に
、地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
に
対
応

し
た
品
種
改
良
等
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
。東
京
都

心
で
は
、真
夏
日
が
90
日
と
、こ
れ
ま
で
の

最
高
記
録
71
日（
2
0
1
0
年
）を
は
る
か

に
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
暑
さ
は
、自
然
を
相
手
と
す
る
農

業
の
様
々
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。ま
ず
、水
田
農
業
つ
ま
り
コ

メ
へ
の
影
響
で
す
。各
地
で
猛
暑
に
よ
る
高

温
障
害
が
発
生
し
、乳
白
粒
な
ど
白
未
熟

粒
の
混
入
が
増
え
、下
位
等
級
の
発
生
が

多
く
の
産
地
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。9
月

末
の
状
況
を
み
る
と
、東
日
本
の
主
要
産

地
で
は
1
等
米
比
率
が
、昨
年
よ
り
軒
並

み
1
〜
3
割
低
下
し
て
い
る
ほ
か
、規
格

外
も
相
当
発
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し
て
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ま
す
。と
く
に
、高

温
障
害
と
渇
水
が
重
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っ
て
し
ま
っ
た
新

潟
県
で
は
、1
等
米
比
率
が
1
割
未
満
と
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
年
産
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ま
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収
穫
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中
で
す
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で
、
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査
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け
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な

り
ま
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が
、予
期
せ
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天
候
被
害
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
生
産
現
場
へ
の
万
全
な
支
援

が
必
要
で
す
。

　
野
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に
も
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き
な
影
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が
出
て
い
ま

す
。ト
マ
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高
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障
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落
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、
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が
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め
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行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加

　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
で

は
、
毎
年
盟
友
の
主
張
及
び
組
織
活

動
実
績
発
表
等
、
代
表
を
選
抜
し
参

加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
組
織

活
動
実
績
発
表
に
お
い
て
、
J
A
や

つ
し
ろ
竜
北
支
部
の
宮
崎
修
太
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
九
州
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会

▲くま川祭り大人みこしの様子

▲盟友の主張発表の様子

▲ＪＡやつしろふれあいフェスタ
　水田深耕畦立競技大会の様子

▲組織活動実績発表の部にて
　最優秀賞を受賞した宮崎修太さん（右）
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〜
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜



　JA中央会

　

▲各連合会役員と県女性協の意見交換の様子

▲各出席者からの質問に答える宮本会長

　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
は

10
月
11
日
、
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で

県
中
央
会
・
連
合
会
常
勤
役
員
ら
と

の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は

「
Ｊ
Ａ
の
事
業
・
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め

に
も
皆
さ
ま
の
考
え
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

全
体
運
営
に
役
立
て
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

県
女
性
協
か
ら
は
太
田
桂
子
会
長
を
は
じ
め

女
性
協
理
事
、
中
央
会
・
連
合
会
の
役
員
ら

31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
お
け
る

女
性
組
織
の
在
り
方
や
、
燃
油
高
騰
対
策
な

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
10
月
10
日
、熊

本
市
で
令
和
5
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実

出
荷
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。生
産
者
、Ｊ

Ａ
、熊
本
県
、全
国
の
取
引
市
場
な
ど
か
ら
お

よ
そ
2
7
0
人
が
出
席
。産
地
と
市
場
が
一
体

と
な
り
販
売
目
標
金
額
3
7
0
億
円（
野
菜

類
2
6
0
億
円
、果
実
類
1
1
0
億
円
）の
達

成
を
誓
い
ま
し
た
。全
国
に
向
け
、熊
本
県
産

秋
冬
野
菜
と
果
実
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

　
同
連
は
基
本
方
針
に
①
持
続
可
能
な
産
地

体
制
、②
環
境
変
化
に
対
応
す
る
円
滑
な
販

売
、③
産
地
一
体
と
な
っ
た
販
促
支
援
―
―
の

3
つ
を
掲
げ
、消
費
者
に
支
持
さ
れ
る「
熊
本

ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

【
冷
え
性
と
は
】

　
手
足
や
腰
回
り
な
ど
身
体
の
一
部
が

冷
た
い
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
す

か
？
こ
の
状
態
を
「
冷
え
性
」
と
言
い

ま
す
。

　
血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で
身
体
全
体
に
必

要
な
酸
素
や
栄
養
素
が
行
き
届
か
な
く
な

り
、
色
々
な
不
調
が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
不
調
の
一

つ
で
す
。

【
冷
え
性
の
原
因
は
】

　
血
行
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
以
下
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

①
筋
力
の
低
下

　
運
動
不
足
が
続
い
て
し
ま
う
と
筋
力
が
低

下
し
、
血
行
が
悪
化
し
ま
す
。

②
基
礎
代
謝
の
低
下

　
体
温
が
低
く
な
り
、
冷
え
症
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

③
喫
煙
習
慣

　
血
管
が
急
に
収
縮
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス

　
緊
張
す
る
と
血
行
不
良
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

⑤
偏
っ
た
食
生
活

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
た
食
生
活
が
続
い

て
し
ま
う
と
血
の
巡
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

冷
え
性
に
つ
い
て

　　 JA厚生連 JA経済連

「
県
域
構
想
で
意
見
交
換
」J
A
熊
本
中
央
会
、

　 

熊
本
県
各
連
合
会
役
員
ら
と
熊
本
県
女
性
協

【
冷
え
性
の
予
防
策
】

　
日
常
生
活
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

予
防
策
と
し
て

①
お
風
呂
に
浸
か
る

　
で
き
れ
ば
毎
日
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
長
く

浸
か
り
身
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

②
運
動

　
普
段
歩
く
時
に
歩
く
速
度
を
上
げ
た
り
、

距
離
を
少
し
だ
け
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で

運
動
に
な
り
、
血
行
改
善
と
基
礎
代
謝
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
ス
ト
レ
ッ
チ

　
こ
わ
ば
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
血
行

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
夜
寝
る
前
に

ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
安
眠
に
も
つ
な

が
り
、
効
果
的
で
す
。

④
飲
食

　
生
姜
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
身
体
を
温
め
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
食
べ
物
を
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
冷
た
い
飲
み
物
は
身
体
を

冷
や
し
て
し
ま
う
た
め
、
で
き
る
だ
け
温
か

い
も
の
や
常
温
の
飲
み
物
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
普
段
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
冷
え
性
の
予
防
・
改
善
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦

令
和
5
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会
を
開
催

〜
オ
ー
ル
熊
本
で
販
売
目
標
金
額
3
7
0
億
円
目
指
す
〜

▲熱心に話を聞く市場・JA関係者

▲挨拶をする丁道夫会長

す
。同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で「
安

定
供
給
に
向
け
た
強
固
な
生
産
、出
荷
体
制

の
整
備
と
お
い
し
い
野
菜
、果
実
の
供
給
に

努
め
る
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
産（
10
月
〜
2
月
）の
生
産
計
画

は
、野
菜
全
般
の
作
付
面
積
2
4
3
7
ヘ
ク

タ
ー
ル（
前
年
比
99
％
）、出
荷
数
量
7
万

4
3
9
8
ト
ン（
同
1
0
3
％
）を
見
込
み
ま

す
。主
要
品
目
で
は
、ト
マ
ト
は
作
付
面
積
の

減
少
傾
向
が
続
き
ま
す
が
、ミ
ニ
ト
マ
ト
と

ナ
ス
は
微
増
。瓜
類
で
は
1
3
8
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
同
98
％
）、2
9
3
1
ト
ン（
同
1
0
1
％
）

を
計
画
し
、メ
ロ
ン
と
ス
イ
カ
の
作
付
面
積

は
微
減
。イ
チ
ゴ（
10
月
〜
6
月
）は
1
6
4
ヘ

ク
タ
ー
ル（
同
99
％
）、7
0
2
7
ト
ン（
同

1
0
4
％
）を
見
込
み
、作
付
面
積
は
微
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

の「
ゆ
う
べ
に
」が
全
体
の
約
56
％
と
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・

中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
で
書
道
の
部
が
67
回

目
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
が
52
回
目
を

迎
え
、
熊
本
県
下
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
書
道
の
部
で
2
3
、
1
4
2
点
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
で
1
、
4
9
9
点
の
素
晴
ら

し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　JA共済連　

〜
今
年
も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
〜

令
和
5
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済 

全
国
小
・
中
学
生

　
　
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
大
会
入
賞
者
決
定
！

▲

大
津
町
立
大
津
北
中
学
校
2
年

　
農
　
泰
智
朗
さ
ん

▲

熊
本
市
立
城
北
小
学
校
3
年
　
松
永
　
あ
か
り
さ
ん 熊

本
県
知
事
賞【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▲

八
代
市
立
太
田
郷
小
学
校
4
年

　
澤
田
　
明
依
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
半
紙
の
部
】

熊
本
県
知
事
賞【
条
幅
の
部
】

　
9
月
27
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い

て
、
左
記
の
3
名
が
最
高
位
の
熊
本
県
知
事

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
金
賞
（
熊
本
県

知
事
賞
を
含
む
）
作
品
27
点
は
11
月
に
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
出
展
し
ま
す
。
熊
本
県
の

作
品
が
全
国
大
会
に
お
い
て
も
入
賞
さ
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
も
素

敵
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ど
農
家
経
営
支
援
に
関
す
る
要
望
、
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
や
意
見
が
出
ま
し
た
。

県
女
性
協
の
牛
嶋
和
代
理
事
は
「
Ｊ
Ａ
事
業

を
農
業
に
興
味
を
示
す
人
に
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
ほ
し
い
。
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
意
見

を
発
信
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

岩
見
利
美
副
会
長
は
「
女
性
向
け
の
学
習
会

や
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
」
と

要
望
。
質
問
に
は
各
連
合
会
が
丁
寧
に
回
答

し
、
意
見
交
換
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

行
し
ま
し
た
。
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　JA中央会

　

▲各連合会役員と県女性協の意見交換の様子

▲各出席者からの質問に答える宮本会長

　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
は

10
月
11
日
、
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で

県
中
央
会
・
連
合
会
常
勤
役
員
ら
と

の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は

「
Ｊ
Ａ
の
事
業
・
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め

に
も
皆
さ
ま
の
考
え
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

全
体
運
営
に
役
立
て
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

県
女
性
協
か
ら
は
太
田
桂
子
会
長
を
は
じ
め

女
性
協
理
事
、
中
央
会
・
連
合
会
の
役
員
ら

31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
お
け
る

女
性
組
織
の
在
り
方
や
、
燃
油
高
騰
対
策
な

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
10
月
10
日
、熊

本
市
で
令
和
5
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実

出
荷
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。生
産
者
、Ｊ

Ａ
、熊
本
県
、全
国
の
取
引
市
場
な
ど
か
ら
お

よ
そ
2
7
0
人
が
出
席
。産
地
と
市
場
が
一
体

と
な
り
販
売
目
標
金
額
3
7
0
億
円（
野
菜

類
2
6
0
億
円
、果
実
類
1
1
0
億
円
）の
達

成
を
誓
い
ま
し
た
。全
国
に
向
け
、熊
本
県
産

秋
冬
野
菜
と
果
実
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

　
同
連
は
基
本
方
針
に
①
持
続
可
能
な
産
地

体
制
、②
環
境
変
化
に
対
応
す
る
円
滑
な
販

売
、③
産
地
一
体
と
な
っ
た
販
促
支
援
―
―
の

3
つ
を
掲
げ
、消
費
者
に
支
持
さ
れ
る「
熊
本

ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

【
冷
え
性
と
は
】

　
手
足
や
腰
回
り
な
ど
身
体
の
一
部
が

冷
た
い
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
す

か
？
こ
の
状
態
を
「
冷
え
性
」
と
言
い

ま
す
。

　
血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で
身
体
全
体
に
必

要
な
酸
素
や
栄
養
素
が
行
き
届
か
な
く
な

り
、
色
々
な
不
調
が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
不
調
の
一

つ
で
す
。

【
冷
え
性
の
原
因
は
】

　
血
行
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
以
下
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

①
筋
力
の
低
下

　
運
動
不
足
が
続
い
て
し
ま
う
と
筋
力
が
低

下
し
、
血
行
が
悪
化
し
ま
す
。

②
基
礎
代
謝
の
低
下

　
体
温
が
低
く
な
り
、
冷
え
症
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

③
喫
煙
習
慣

　
血
管
が
急
に
収
縮
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス

　
緊
張
す
る
と
血
行
不
良
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

⑤
偏
っ
た
食
生
活

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
た
食
生
活
が
続
い

て
し
ま
う
と
血
の
巡
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

冷
え
性
に
つ
い
て

　　 JA厚生連 JA経済連

「
県
域
構
想
で
意
見
交
換
」J
A
熊
本
中
央
会
、

　 

熊
本
県
各
連
合
会
役
員
ら
と
熊
本
県
女
性
協

【
冷
え
性
の
予
防
策
】

　
日
常
生
活
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

予
防
策
と
し
て

①
お
風
呂
に
浸
か
る

　
で
き
れ
ば
毎
日
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
長
く

浸
か
り
身
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

②
運
動

　
普
段
歩
く
時
に
歩
く
速
度
を
上
げ
た
り
、

距
離
を
少
し
だ
け
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で

運
動
に
な
り
、
血
行
改
善
と
基
礎
代
謝
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
ス
ト
レ
ッ
チ

　
こ
わ
ば
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
血
行

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
夜
寝
る
前
に

ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
安
眠
に
も
つ
な

が
り
、
効
果
的
で
す
。

④
飲
食

　
生
姜
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
身
体
を
温
め
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
食
べ
物
を
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
冷
た
い
飲
み
物
は
身
体
を

冷
や
し
て
し
ま
う
た
め
、
で
き
る
だ
け
温
か

い
も
の
や
常
温
の
飲
み
物
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
普
段
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
冷
え
性
の
予
防
・
改
善
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦

令
和
5
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会
を
開
催

〜
オ
ー
ル
熊
本
で
販
売
目
標
金
額
3
7
0
億
円
目
指
す
〜

▲熱心に話を聞く市場・JA関係者

▲挨拶をする丁道夫会長

す
。同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で「
安

定
供
給
に
向
け
た
強
固
な
生
産
、出
荷
体
制

の
整
備
と
お
い
し
い
野
菜
、果
実
の
供
給
に

努
め
る
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
産（
10
月
〜
2
月
）の
生
産
計
画

は
、野
菜
全
般
の
作
付
面
積
2
4
3
7
ヘ
ク

タ
ー
ル（
前
年
比
99
％
）、出
荷
数
量
7
万

4
3
9
8
ト
ン（
同
1
0
3
％
）を
見
込
み
ま

す
。主
要
品
目
で
は
、ト
マ
ト
は
作
付
面
積
の

減
少
傾
向
が
続
き
ま
す
が
、ミ
ニ
ト
マ
ト
と

ナ
ス
は
微
増
。瓜
類
で
は
1
3
8
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
同
98
％
）、2
9
3
1
ト
ン（
同
1
0
1
％
）

を
計
画
し
、メ
ロ
ン
と
ス
イ
カ
の
作
付
面
積

は
微
減
。イ
チ
ゴ（
10
月
〜
6
月
）は
1
6
4
ヘ

ク
タ
ー
ル（
同
99
％
）、7
0
2
7
ト
ン（
同

1
0
4
％
）を
見
込
み
、作
付
面
積
は
微
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

の「
ゆ
う
べ
に
」が
全
体
の
約
56
％
と
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・

中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
で
書
道
の
部
が
67
回

目
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
が
52
回
目
を

迎
え
、
熊
本
県
下
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
書
道
の
部
で
2
3
、
1
4
2
点
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
で
1
、
4
9
9
点
の
素
晴
ら

し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　JA共済連　

〜
今
年
も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
〜

令
和
5
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済 

全
国
小
・
中
学
生

　
　
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
大
会
入
賞
者
決
定
！

▲

大
津
町
立
大
津
北
中
学
校
2
年

　
農
　
泰
智
朗
さ
ん

▲

熊
本
市
立
城
北
小
学
校
3
年
　
松
永
　
あ
か
り
さ
ん 熊

本
県
知
事
賞【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▲

八
代
市
立
太
田
郷
小
学
校
4
年

　
澤
田
　
明
依
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
半
紙
の
部
】

熊
本
県
知
事
賞【
条
幅
の
部
】

　
9
月
27
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い

て
、
左
記
の
3
名
が
最
高
位
の
熊
本
県
知
事

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
金
賞
（
熊
本
県

知
事
賞
を
含
む
）
作
品
27
点
は
11
月
に
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
出
展
し
ま
す
。
熊
本
県
の

作
品
が
全
国
大
会
に
お
い
て
も
入
賞
さ
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
も
素

敵
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ど
農
家
経
営
支
援
に
関
す
る
要
望
、
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
や
意
見
が
出
ま
し
た
。

県
女
性
協
の
牛
嶋
和
代
理
事
は
「
Ｊ
Ａ
事
業

を
農
業
に
興
味
を
示
す
人
に
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
ほ
し
い
。
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
意
見

を
発
信
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

岩
見
利
美
副
会
長
は
「
女
性
向
け
の
学
習
会

や
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
」
と

要
望
。
質
問
に
は
各
連
合
会
が
丁
寧
に
回
答

し
、
意
見
交
換
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

行
し
ま
し
た
。
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あ
と

き
が

CONTENTS
■令和５年度JA熊本県青壮年部大会が
　開催される
■木原稔衆議院議員が防衛大臣に、
　松村祥史参議院議員が国家公安委
　員長に就任
■藤木しんや活動報告
■参議院議員 藤木しんや氏コラム
■参議院議員 山田としお氏コラム
■地域農業のリーダー
■中央会・連合会からのお知らせ

　
国
会
議
員
の
失
言
・
放
言
は
古
今
東
西
耳
に
す

る
。時
に
は
国
民
を
見
下
し
、時
に
は
問
題
発
言
や

攻
撃
的
な
言
葉
な
ど
、い
つ
の
時
代
に
も
噴
出
す

る
。な
ぜ
嫌
わ
れ
る
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、他
人

の
感
情
を
逆
な
で
す
る
言
葉
を
発
し
て
し
ま
う
の

か
。集
会
で
軽
口
を
叩
い
た
り
、ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク

で
そ
の
場
の
笑
い
を
取
る
こ
と
が
、政
治
家
と
し
て

の
人
気
取
り
と
勘
違
い
し
て
い
る
節
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
有
名
な
発
言
に
吉
田
茂
元
首
相
の「
無
礼
者
、バ

カ
ヤ
ロ
ウ
」発
言
や
池
田
勇
人
元
首
相
の
国
会
答
弁

で
翌
日
の
新
聞
見
出
し
に
は「
貧
乏
人
は
麦
を
食

え
」と
い
う
言
葉
が
躍
っ
た
。

　
国
民
に
目
を
向
け
て
、国
民
の
想
い
を
常
に
考
え

て
い
れ
ば
、こ
ん
な
発
言
は
で
て
こ
な
い
。ど
こ
に

目
を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、今
や
パ
ソ
コ
ン
を
上
手
に
使
い
こ
な
せ
な

い
と
世
間
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
の
メ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
せ
る
こ

と
は
、一
人
前
の
社
会
人
の
必
須
条
件
で
あ
ろ
う
。パ

ソ
コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
が
始
ま
っ
て
、早
20
年
が
過

ぎ
る
。そ
の
後
に
携
帯
メ
ー
ル
や
L
I
N
E
な
ど
、

よ
り
手
軽
に
使
え
る
通
信
手
段
が
次
々
と
出
現
し

た
。

　
L
I
N
E
の
活
用
が
進
ん
だ
結
果
、特
に
若
者
の

間
で
短
文
で
の
返
信
が
多
く
な
っ
て
い
る
。返
信
が

早
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。相
手
が
求

め
る
質
問
に
、丁
寧
に
回
答
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。誤
字
や
変
換
ミ
ス
、や
た
ら
と
漢
字
の
多
い
文

章
、連
絡
先
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
、等
々
。

　
メ
ー
ル
も
相
手
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
送
信

ボ
タ
ン
を
押
し
た
い
も
の
だ
。
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あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
11
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
先
日
、
新
聞
広
告
に
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

左
右
一
面
広
告
が
出
て
い
ま
し
た
。
出
身
地
の
茅
ヶ

崎
ラ
イ
ブ
開
催
と
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
の
告
知
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
5
人
も
既
に
66
歳
か
ら
68
歳
に
な
り
ま
し

た
。
バ
ン
ド
は
青
山
学
院
大
学
時
代
に
結
成
さ
れ
、

途
中
1
度
だ
け
5
年
間
の
活
動
休
止
が
あ
り
ま
し
た

が
、
解
散
も
せ
ず
45
年
も
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
5
人
の
メ

ン
バ
ー
同
士
や
関
係
者
が
人
間
関
係
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
は
10
代
か
ら

70
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
存
在
し
て
お
り
、
サ
ザ

ン
の
楽
曲
に
励
ま
さ
れ
、
心
の
支
え
と
し
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
曲
が
好
き

で
す
か
。
私
は
若
い
頃
は
「
チ
ャ
コ
の
海
岸
物
語
」
が
、

そ
の
後
は
「
T
S
U
N
A
M
I
」
を
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ

て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
左
右
一
面
新
聞
広
告
の
値
段
は

4
0
0
0
万
〜
8
0
0
0
万
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
５
大
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
く

ら
に
な
っ
た
こ
と
や
ら
。

撮影：尾前　健太 様

「大好きなお芋」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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